
橋
下
知
事
は
、
２
度
目
と
な
る
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
「
府
庁
舎
の
Ｗ

Ｔ
Ｃ
移
転
は
何
が
な
ん
で
も
や
り
た
い
」

「
広
域
的
な
道
州
制
に
し
、
身
近
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
す
べ
て
市
町
村
に
任
せ

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
特
需
が
世
界
中
で
発
生
し

て
、
大
阪
の
ベ
イ
エ
リ
ア
が
そ
の
中
心

と
な
る
」
と
し
、
「
ベ
イ
エ
リ
ア
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
“
城
替
え
”

を
し
た
い
」
と
、
府
庁
舎
移
転
を
強
調

し
ま
し
た
。

府
職
労
は
府
庁
舎
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
問
題
に

つ
い
て
は
府
職
員
の
多
く
が
移
転
に
つ

い
て
は
反
対
で
あ
る
こ
と
、
府
庁
舎
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
府
職
労
３
原
則

（
①
快
適
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の

確
保
な
ど
組
合
員
の
要
求
の
実
現
②
便

利
で
利
用
し
や
す
く
て
福
祉
の
充
実
な

ど
府
民
福
祉
の
向
上
③
政
府
・
財
界
の

地
域
支
配
の
拠
点
で
は
な
く
、
府
民
の

自
治
と
文
化
の
育
成
）
の
観
点
か
ら
み

て
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
府
当
局
と

協
議
を
行
う
と
同
時
に
大
阪
市
労
組
と

の
共
同
で
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
多
く

の
問
題
点
等
を
府
職
の
友
な
ど
で
明
ら

か
に
し
て
き
ま
し
た
。

当
局
の
３
案
比
較
で
は
、
耐
震
補
強

は
ア
ク
セ
ス
で
○
・
建
物
性
能
△
・
コ

ス
ト
○
・
ス
ピ
ー
ド
○
・
防
災
○
で
、

老
朽
化
・
分
散
化
な
ど
課
題
先
送
り
と

し
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
、
ア
ク
セ
ス
で
△
・
建

物
性
能
○
・
コ
ス
ト
◎
・
ス
ピ
ー
ド
◎
・

防
災
△
、
移
転
に
よ
っ
て
「
改
革
」

｢

変
化｣

を
先
導
・
ベ
イ
エ
リ
ア
・
大
阪

城
周
辺
を
核
と
し
て
、
「
人
・
モ
ノ
・

情
報
」
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
か
す
と

し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
が
最
も
妥
当
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
比
較
は
、
極
め
て
抽

象
的
か
つ
不
明
確
で
あ
り
、
多
く
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。

防
災
拠
点
に
な
り
え
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｃ

東
南
海
・
南
海
大
地
震
の
発
生
が
予

測
さ
れ
て
い
る
下
で
、
防
災
対
策
の
拠

点
と
し
て
の
府
庁
舎
の
役
割
は
重
要
で

す
。府

当
局
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
防
災
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
の
整
備
や
職
員
や
関
係
機
関
の
参

集
体
制
・
機
動
性
の
観
点
か
ら
低
層
階

に
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
案
で
は
、
１

〜
６
階
ま
で
は
民
間
オ
フ
ィ
ス
や
民
間

店
舗
、
食
堂
な
ど
が
入
っ
て
い
る
た
め
、

低
層
階
に
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ば
か
り
か
、
長
周
期
地
震
動
で
最
も
影

響
の
あ
る
７
・
８
階
に
設
置
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
、
耐
震
補
強
の
必
要

性
も
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
で
は

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
は
果
た
せ
ま

せ
ん
。

非
常
時
の
職
員
参
集
に
つ
い
て
は
、

住
之
江
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
確
保
、

咲
洲
ト
ン
ネ
ル
（
大
阪
港
か
ら
の
有
料

道
路
）
通
行
確
保
、
船
舶
・
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
等
を
活
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
庁
舎
の
半
径
５
㎞
以
内
に

在
住
し
て
い
る
職
員
が
８
７
９
人
に
対

し
Ｗ
Ｔ
Ｃ
１
６
３
名
と
５
分
の
１
に
過

ぎ
ず
、
ま
た
人
工
島
の
た
め
ア
ク
セ
ス

が
限
ら
れ
、
震
度
５
以
上
の
震
災
時
に

は
、
ト
ン
ネ
ル･

地
下
鉄･

橋
は
、
安
全

確
認
が
で
き
る
ま
で
使
え
な
い
こ
と
や
、

周
辺
地
域
は
、
震
災
時
液
状
化
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
職
員
の
参
集
に

大
き
な
支
障
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。阪

神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
も
、

防
災
拠
点
と
な
り
え
な
い
状
況
が
明
で

す
。

Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
は
本
当
に
安
い
の
か
？

Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
は
、
土
地
建
物
購
入
費

は
９
５
億
円
〜
１
５
０
億
円
を
含
む
整

備
・
管
理
・
大
規
模
修
繕
等
の
総
支
出

８
５
６
億
円
〜
９
１
４
億
円
、
現
庁
舎

跡
地
の
売
却
収
入
４
４
７
億
円
を
差
し

引
き
４
０
９
億
円
〜
４
６
７
億
円
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
耐
震
補
強
案
は
、
総

支
出
８
２
４
億
円
、
売
却
収
入
２
０
３

億
円
を
差
し
引
き
６
２
１
億
円
。
よ
っ

て
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
安
い
と
結
論
付
け
て
い
ま

す
。し

か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
案
の
管
理
的

経
費
が
素
案
で
の
５
７
５
億
円
が
民
間

テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
相
当
分
を
減
額
す
る

と
し
て
４
２
８
億
円
に
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
間
の
テ
ナ
ン
ト
料
は
素
案
で

１
月
２
８
日
に
府
当
局
は
府
庁
舎
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
に
つ
い
て
２
月
府
議
会
で
庁

舎
移
転
の
条
例
改
正
を
提
起
す
る
こ
と
か
ら
府
職
労
に
対
し
て
そ
の
説
明
が
行
わ

れ
た
。
府
職
労
と
し
て
改
め
て
そ
の
計
画
に
つ
い
て
細
部
を
検
討
す
る
と
同
時
に

多
く
の
問
題
点
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
移
転
反
対
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

十
分
な
府
民
的
議
論
を
求
め
ま
す
。

黙ってられへん!
府庁のＷＴＣ移転



庁 舎 の あ り方 「 ３ 案 」 の 比 較

　 約 ７５０㎡
　 約 ４５０㎡

本 会 議 場
傍 聴 席 　 　

　 ７ ， ７ ０ ０　㎡
　 約 ５００㎡
　 約 ２５０㎡

本 会 議 場
傍 聴 席

４ ，９ ００　㎡
約 ５０ ０㎡
約 １０ ０㎡

本 会 議 場
傍 聴 席

４ ，７ ５０　㎡議 　会 　機 　能

・ １人 当 た りの執 務 室 面 積 を 、７． １㎡ か ら６． ４㎡ に見 直

し。

・ 維 持 管 理 費 は、民 間 テ ナ ン トの賃 貸 料 相 当 額 を 減 額 。

Ｗ Ｔ Ｃ に整 備

　・ 上 町 筋 側 中 央 部 のみ を 補 強 し、ギ ャ ラ リー な ど府 民 が 　
利 用 す る施 設 として 活 用

７，４ ００　㎡

　 ４７ ，６ ５０　㎡

５ ９， ８０ ０　㎡

Ｈ２３　 ：　Ｗ Ｔ Ｃ 　改 修 工 事 完 了

Ｗ Ｔ Ｃ 移 転 （案 ）

・ 食 堂 ・更 衣 室 ・迎 賓 機 能 ・診 療 所 ・
研 修 所 ・互 助 会 ・市 町 村 会 等

　一 人 当 た りの執 務 室 面 積 　６ ． ４㎡

延 床 面 積 　１４９， ３ ００ 　㎡

　・ 上 町 筋 側 中 央 部 のみ を 補 強 し、ギ ャ ラ リー な ど府 民 が 　　
利 用 す る施 設 として 活 用

　・ 本 館 全 体 を 補 強 し、庁 舎 使 用 を 継 続本 　 　 　 　 　 　 　 　館

　 新 庁 舎 に整 備新 別 館 に整 備防 災 情 報 セ ンタ ー

Ｈ２７　 ：　新 庁 舎 完 成　　 　 　 　 　 　 　 Ｈ２４ 　 ：　本 館 耐 震 工 事 完 了ス ケ ジ ュ ー ル

・ 土 地 活 用 収 入 の減 少 （面 積 ・単 価 の見 直 し）に伴 い建 設

事 業 費 へ の充 当 額 が減 少 し、新 庁 舎 建 設 事 業 費 が増 加 。

・ 集 約 庁 舎 を 整 備 せ ず 、民 間 ビル 賃 借 を 継 続 。 　 　 　 　 　

・ 耐 震 撤 去 移 転 先 を 新 別 館 の改 修 により確 保 。

・ 起 債 の償 還 期 間 を ３０年 か ら５年 に短 縮 。

Ｈ２０年 ９月 公 表 （素 案 ）

との相 違 点

延 床 面 積 　１２７， ０ ００ 　㎡延 床 面 積 　９８， ２４ ０ 　㎡

・ 食 堂 ・更 衣 室 ・迎 賓 機 能 ・診 療 所 ・　
研 修 所 ・互 助 会 ・市 町 村 会 等

　９， １ ０ ０　㎡
・ 食 堂 ・更 衣 室 ・迎 賓 機 能 ・診 療 所 ・　

研 修 所 ・互 助 会 ・市 町 村 会 等
８ ，２ ００　㎡そ 　の　他

　　 一 人 当 た りの執 務 室 面 積 　 ６ ． ４㎡ 　 　 　
　 　 　 　 　 　

　 　 一 人 当 た りの執 務 室 面 積 　 ７ ．５㎡ 　 　　 　

　 　 　　 　　
５ ８， ００ ０　㎡４ ７， １０ ０　㎡ 　行 　政 　機 　能

執 務 室 等 面 積 　７４ ，８ ００ 　㎡　 ６０ ，２ ００ 　㎡

建 替 え （案 ）耐 震 補 強 （案 ）

６

１ ,３ ８ ２ 億 円８ ２４ 億 円８ ５６～ ９１ ４ 億 円
総 支 出

（ｄ ）＝ （ａ ）＋ （ｂ ）＋ （ ｃ ）

１ ７０ 億 円本 館 ・別 館１ ０４ 億 円２ ２０ 億 円 　
大 規 模 修 繕 費

（ｃ ）

： ４ ０２
： 　 ２６

： ３ ８２
： 　 ５１

維 持 管 理 費 　
民 間 ビル 賃 借 料 （８年 間 ）　

　 ４ ３ ３ 億 円
： ３ ６０
： ２ １８

維 持 管 理 費 　
民 間 ビル 賃 借 料 （３４年 間 ）　

５ ７８ 億 円
維 持 管 理 費 　

民 間 ビル 賃 借 料 （４年 間 ）
４ ２８ 億 円

管 理 的 経 費
（ｂ ） (Ｈ ２０～ ５３ ）

▲ ４０９～ ▲ ４６７億 円

４ ４７ 億 円

　２０ ８～ ２６６ 億 円

４．３ ｈa

土 地 建 物 購 入 費 等
Ｗ Ｔ Ｃ改 修

起 債 利 息 等
移 転 等

現 庁 舎 ｴ ﾘｱ外 構 等
本 館 保 存 改 修 等

：　 ９５～ １ ５０
：　 ６１ 　
：　 １ １～ １４
： 　 １０
： 　 　５
： 　 ２６

▲ 　１ ,０ ４３ 億 円▲ ６２１ 億 円
（ ｆ ）＝ （ｅ ）－ （ｄ ）

： ７ ２０
： 　 ２０
： 　 　５
： 　 　８
： 　 ２６

： 　 ８０
：　 　 ９
： 　 ２０
： 　 ２０
： 　 １０
： 　 　 ３

３ ．３ ｈa

新 庁 舎 建 設 事 業 費
外 構 等

文 化 財 調 査
移 転 等

本 館 保 存 改 修 等

１ ．９ ｈa

本 館 耐 震 補 強 費
起 債 利 息

本 館 執 務 環 境 改 善
新 別 館 改 修 費

外 構 等
移 転 等

整 備 費 等 支 出
（ａ ）

土 地 活 用 収 入
（ ｅ ） ※ 南 地 区 東 側 を 除 く

７ ７９ 億 円１ ４２ 億 円
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（Ｈ
　
　

年
〜
　
　

年
）

３ ３９ 億 円２ ０３ 億 円

２ ０

５ ３

参 考 １

※

※ 　 「今 後 の財 政 収 支 の見 通 し〔粗 い試 算 改 訂 版 〕（平 成 ２０年 ７月 試 算 ）」ベ ー ス での耐 震 補 強 （案 ）の維 持 管 理 費 等 の見 込 み ６９３億 円 （Ｈ２０～ Ｈ５３ ）

は
不
足
す
る
執
務
面
積
を
確
保
す
る

た
め
の
賃
借
料
と
し
て
活
用
す
る
と

し
て
い
た
も
の
を
、
職
員
一
人
当
た

り
の
面
積
を
０
．
７
平
方
メ
ー
ト
ル

少
な
く
し
、
そ
れ
で
も
足
ら
な
い
４

千
㎡
は
行
革
努
力
で
対
応
す
る
と
い

う
手
法
に
よ
り
意
図
的
に
削
減
し
た

と
い
え
ま
す
。

一
方
、
今
回
の
耐
震
補
強
案
の
管

理
的
経
費
は
、
４
５
０
億
円
か
ら
５

７
８
億
円
に
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
集
約
庁
舎
の
建
設
（
１
２

６
億
円
）
を
行
わ
ず
、
民
間
ビ
ル
を

引
き
続
き
借
り
る
（
２
１
８
億
円
）

こ
と
に
変
更
し
た
た
め
で
す
。
管
理

的
経
費
の
増
大
と
分
散
化
の
先
送
り

は
意
図
的
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
え

ま
す
。

ま
た
、
通
勤
他
業
務
出
張
等
で
年

２
億
円
（
３
０
年
で
６
０
億
円
）
の

増
加
を
考
え
れ
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
購
入

価
格
を
府
市
共
同
鑑
定
額
の
９
９
億

と
し
て
も
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
が
必
ず
し

も
安
価
と
は
言
え
ず
、
大
不
況
下
の

も
と
土
地
の
売
却
価
格
（
㎡
１
０
８

万
円
）
が
更
に
下
が
れ
ば
、
コ
ス
ト

高
に
。

府
民
の
利
便
性
最
悪

大
阪
市
で
す
ら
移
転
を

断
念
し
た
Ｗ
Ｔ
Ｃ

そ
も
そ
も
庁
舎
の
位
置
は
、
地
方

自
治
法
第
４
条
２
項
で
、
「
地
方
公

共
団
体
の
位
置
」
に
つ
い
て
、
「
住

民
の
利
用
に
も
っ
と
も
便
利
で
あ
る

よ
う
に
、
交
通
事
情
、
他
の
官
公
署

と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考
慮

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

府
民
が
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
い
く
場
合
の
所

要
時
間
は
現
在
よ
り
片
道
１
９
分
長

く
か
か
り
、
府
の
出
先
機
関
か
ら
は

２
４
分
、
府
下
の
市
町
村
か
ら
は
１

９
分
長
く
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
出
先
機
関
へ
は
徒
歩
で
い
け
た
も

の
が
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
い
く
こ

と
に
な
り
、
連
携
等
の
課
題
を
残
し

ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
移
転
し
た
場
合
の
府
民

の
交
通
費
の
増
加
や
職
員
の
出
張
等

の
増
額
な
ど
経
済
的
経
費
的
損
失
は
、

一
切
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
で
は
本
会
議
の
傍

聴
席
ス
ペ
ー
ス
が
現
行
の
２
５
０
㎡

か
ら
１
０
０
㎡
に
狭
く
な
り
、
住
民

自
治
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
で

す
。平

松
市
長
が
市
役
所
本
庁
舎
の
移

転
を
検
討
し
た
が
、
市
中
心
部
か
ら

距
離
が
あ
る
上
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
機
能
性
が
疑
問
視
さ
れ
、
大
阪
市

で
す
ら
断
念
し
た
こ
と
か
ら
も
Ｗ
Ｔ

Ｃ
が
府
民
に
不
便
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

職
員
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
は
何
も
な
し

Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
移
転
す
る
と
、
職
員
の

通
勤
時
間
が
片
道
２
０
分
程
度
増
加

し
ま
す
。
府
職
員
の
最
大
の
要
求
は

勤
務
時
間
の
短
縮
で
す
。
往
復
４
０

分
の
通
勤
時
間
の
増
大
は
、
長
時
間

労
働
の
解
消
に
逆
行
し
、
実
質
的
な

拘
束
時
間
の
増
大
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
移
転
案
は
、
素
案

段
階
で
は
執
務
面
積
を
職
員
一
人
当

た
り
７
．
１
㎡
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
案
で
は
６
．
４
㎡

と
現
行
と
同
じ
面
積
に
変
更
し
、
さ

ら
に
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
４
０
０

０
㎡
を
行
革
努
力
で
対
応
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
当
面
は
現
行
面
積
よ
り

も
狭
く
、
人
員
削
減
で
一
人
当
た
り

の
面
積
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
わ

け
で
す
か
ら
極
め
て
問
題
で
す
。

大
阪
市
職
員
に
聞
い
た
「
Ｗ
Ｔ
Ｃ

へ
移
転
し
た
時
の
感
想
」
は
、
「
え

ら
い
と
こ
ろ
へ
行
か
さ
れ
た
ぁ
。
通

勤
が
大
変
と
い
う
の
が
率
直
な
実
感
」

「
陸
の
孤
島
」
「
風
が
強
い
と
き
は

建
物
が
揺
れ
る
」
な
ど
よ
か
っ
た
と

い
う
感
想
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

毎
日
新
聞
で
の
「
庁
舎
移
転
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
幹
部
職

員
の
８
割
が
反
対
と
し
て
い
ま
す
。

府
職
労
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
意
見
も

多
く
が
反
対
す
る
も
の
で
す
。

ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
で
財
界
支
援

橋
下
知
事
は
、
移
転
に
伴
う
Ｗ
Ｔ

Ｃ
周
辺
な
ど
の
「
都
市
構
想
」
の
素

案
も
公
表
し
、
移
転
の
狙
い
を
「
府
、

市
庁
舎
の
近
接
に
よ
り
（
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
）

府
市
連
携
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
」

「
咲
洲
・
夢
洲
地
区
の
開
発
の
起
爆

剤
」
と
位
置
づ
け
、
周
辺
を
太
陽
光

な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
拠
点
に

す
る
と
し
た
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
を
と
、

打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と

咲
洲
地
区
を
含
む
ベ
イ
エ
リ
ア
開
発

は
、
関
西
財
界
が
大
阪
市
を
巻
き
込

ん
で
進
め
破
綻
し
、
こ
こ
で
も
平
松

市
長
が
「
現
実
と
か
な
り
の
乖
離
が

あ
る
」
と
し
て
、
同
開
発
の
終
結
を

正
式
に
宣
言
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
改
め
て
財
界

か
ら
の
要
請
に
応
え
た
か
た
ち

で
の
庁
舎
移
転
は
財
界
支
援
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

橋
下
知
事
は
「
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は
西

日
本
で
一
番
高
い
。
ど
こ
か
ら

で
も
見
え
る
。
僕
と
感
覚
が
同

じ
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
あ
そ
こ
に

移
る
と
い
う
こ
と
が
先
。
先
に

防
災
と
か
ア
ク
セ
ス
を
問
題
に

す
る
の
は
、
あ
そ
こ
に
価
値
を

見
い
だ
せ
て
な
い
か
ら
。
僕
と

は
価
値
観
が
決
定
的
に
違
う
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
価
値

観
に
は
、
府
民
の
く
ら
し
を
守

る
と
い
う
観
点
は
全
く
な
い
と

い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

シンポジウム開催

「黙ってられへん！

府庁舎のＷＴＣ移転」

破綻した南港のベイエリア開発の尻ぬ

ぐいに府民の税金をなぜ使うのか、財政、

都市計画、防災など専門家から見た府庁

舎のあり方や移転問題について話し合っ

てもらいます。

日 時 ２月２８日（土）

１３：００～

場 所

いきいきエイジジングセンター

主 催

大阪府関係職員労働組合

大阪自治体問題研究所


